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既存施設における機能集約化の検討にあたって

• 新総合体育館の諸室機能については、郷土の森総合体育館と生涯学習センターの既存諸室機能について、機能
集約化を図った計画にする必要があります。

第２次府中市スポーツ推進計画

「スポーツタウン府中の発展」の実現に向けて、更なるスポーツ施策の
推進に取り組む

• スポーツ団体の指導者などの育成機能の強化
• ライフステージに応じたスポーツ活動の促進、障害者スポーツ活

動の普及
• スポーツを「する」機能の充実
• 地域交流機能、学校との連携・協働機能の充実
• 情報発信・プロモーション機能の強化
• スポーツを「みる」機能の充実
• 郷土の森エリア、寿町エリア、小柳町エリアのスポーツ拠点の充実
• 既存のスポーツ施設の地域特性などを考慮した整備・活用

府中市文化・スポーツ施設配置等適正化計画

市民ニーズの変化への対応などの多様化する課題やニーズを踏まえ、施設の配置や機能等の適正化を
図る必要がある。

一人でも多くの市民にスポーツの機会を提供したい
容易に行政サービスの水準を下げることはできない

人口減少による歳入の減少や、少子高齢化による
扶助費の増加などの厳しい財政見通しを踏まえると、
現状のまま施設を維持・更新することが難しい

老朽化の進行
老朽化対策に一定の費用が必要となる建築後30年以上の建物が、
全施設の約７割（令和３年度時点）を占めており、施設の安全性
を確保するためには、これまで以上に点検や改修など、維持管理にき
め細かな対応が必要となるとともに、計画的な保全の取組が重要
健全財政の維持
長期的には、人口減少や少子高齢化に伴う歳入の減少や扶助費な
どの義務的経費の更なる増加が見込まれる
多様化する市民ニーズへの対応
施設の更新費用の増加が課題となる現状においては、新たな施設を
整備するのではなく、既存の施設を柔軟に見直しながら対応していく
取組が必要
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討議いただくポイント

• 施設の配置や機能等の適正化を図ることを目的とした関連計画である「府中市文化・スポーツ施設配置等適正化
計画」において、総合体育館の移転する際の機能統合等について方向性が示されています。

• 関連計画を踏まえ、郷土の森総合体育館と生涯学習センターの既存諸室機能について、機能集約化していくための
視点となる評価指標を設定する必要があります。

郷土の森総合体育館

既存諸室機能 備考

第1体育室 観客席928席

第2体育室 観客席158席

トレーニング室 ウエイトトレーニング機器他

第1武道場 柔道他（試合場２面）

第2武道場 剣道他（試合場２面）

弓道場 和弓(10人立)、洋弓(5的)

エアーライフル場 エアー、ランニングボア、ビーム

相撲場 土俵2面

卓球室 卓球台8台

ミーティングルーム 仕切り壁あり

幼児体育室 幼児の自由遊び

レクリエーションホール ヨガ、ダンス等

会議室 第1、第2

研修室

管理事務室

生涯学習センター

既存諸室機能

【学習機能】

講堂（２９３席）、研
修室 (６室)、語学室、
パソコン学習室、工房
(２室)、 陶芸室、工作
機器室、 美術室、版画
室、和室 (２室)、音楽
室 (３室)、スタジオ、小
ホール、自習室

【宿泊機能】 宿泊施設

【体育機能】

体育室

温水プール

トレーニング室

ミーティング室

【その他】
保育室

管理事務室

【図書館】 図書館

【庭球場】 平和の森庭球場
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関連計画の記述の整理

• 関連計画「府中市文化・スポーツ施設配置等適正化計画／令和６年10月」において、機能集約の検討対象と
なっている主な施設は以下のとおりです。

主な対象となる3施設

機能集約化検討に関連する施設

郷土の森総合体育館

生涯学習センター

生涯学習センター
図書館
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関連計画の記述の整理【現状と課題①】

• 主な対象となる3施設の現状と課題に関しての記述を抜粋しました。

• 課題において、現状の機能の改善や機能統合の在り方検討の必要性について述べられています。

（地区図書館として記載）

郷土の森総合体育館 生涯学習センター
生涯学習センター

図書館
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関連計画の記述の整理【現状と課題②】

• 郷土の森総合体育館と生涯学習センターの稼働率データを抜粋しました。

• エアーライフル場や相撲場などの低稼働の施設について、課題として挙げられています。生涯学習センターの体育室や
温水プールは比較的高稼働となっています。

郷土の森総合体育館 生涯学習センター
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関連計画の記述の整理【方向性①】

• 本計画の計画期間の前期（R6～R19）において、配置の変更や機能統合に取り組む施設を重点施策として、総
合体育館及び生涯学習センターが挙げられています。

• 生涯学習センター図書館について、存置して総合体育館と複合化して整備する旨が明示されています。
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関連計画の記述の整理【方向性②】

• 主な対象となる3施設の取り組みの方向性に関しての記述を抜粋しました。

• 機能統合や在り方検討の必要性の他、新たな機能として「みるスポーツ」「多目的グラウンド」の記述があります。

（地区図書館として記載）

郷土の森総合体育館 生涯学習センター
生涯学習センター

図書館
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関連計画を踏まえた生涯学習センターとの機能重複

• 「府中市文化・スポーツ施設配置等適正化計画」において記述されている新総合体育館への機能集約や移転・廃
止の考え方について、情報の整理を行いました。

• 生涯学習センターにおける体育室、トレーニング室、ミーティング室、保育室、管理事務室は、既存の郷土の森総合
体育館の既存諸室機能と機能統合が可能であると考えられます。

郷土の森総合体育館

既存諸室機能 備考 凡例

第1体育室 観客席928席 □※1

第2体育室 観客席158席 A-1

トレーニング室 ウエイトトレーニング機器他 A-2

第1武道場 柔道他（試合場２面）

第2武道場 剣道他（試合場２面）

弓道場 和弓(10人立)、洋弓(5的)

エアーライフル場 エアー、ランニングボア、ビーム

相撲場 土俵2面

卓球室 卓球台8台

ミーティングルーム 仕切り壁あり A-3

幼児体育室 幼児の自由遊び A-4

レクリエーションホール ヨガ、ダンス等

会議室 第1、第2

研修室

管理事務室 A-5

（新）
多目的グラウンド

総合的な市民スポーツの拠点
のため

□

生涯学習センター

既存諸室機能 備考 凡例

【学習施設】

講堂（２９３席）、
研修室 (６室)、語学
室、パソコン学習室、工
房 (２室)、 陶芸室、
工作機器室、 美術室、
版画室、和室 (２室)、
音楽室 (３室)、スタジ
オ、小ホール、自習室

中央文化セン
ター周辺エリア
に移転

×
（移転）

【宿泊施設】 宿泊施設
×

（廃止）

【体育施設】

体育室 A-1

温水プール □

トレーニング室 A-2

ミーティング室 A-3

【その他】
保育室 A-4

管理事務室 A-5

【図書館】 図書館 地区図書館 □

【庭球場】 平和の森庭球場 未定

凡例

A：新総合体育館
において機能重複が
想定されるペア

□：新総合体育館
に新たに加わる可能
性のある機能

×：移転または廃
止

未定：方針未定

※１）「みるスポーツ」機能を付加
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機能集約化の評価指標の設定

• 郷土の森総合体育館と生涯学習センターの機能集約化を検討するに際し、集約化の視点となる評価指標を下表の
とおり整理しました。

• 整理した評価指標（A～E）についてのご意見、新たな観点での評価指標の設定について、討議をお願いします。

評価指標（案） 内容 調査方法・エビデンス

機能集約化
(既存諸室機能)

生涯学習センターとの機能重複
郷土の森総合体育館と重複する機能は、過大施設となる
ことから、機能が重複している諸室は機能統合の対象とする。

上位計画・関連計画

A.周辺施設との類似性
市内及び周辺施設において、類似する機能又はサービス提
供を行っている場合は、機能の差別化をするための機能調
整を行う又は廃止の対象とする。

上位計画・関連計画
市内の類似施設の分布調査

B.半屋外対応可能性
半屋外に整備しても競技対応できる可能性がある機能は、
機能集約化の対象とする。

競技団体へのアンケート調査

C.マルチ対応可能性
運用上の工夫により簡易に必要な機能を設営できるものは、
機能集約化の対象とする。

競技団体へのアンケート調査

D.稼働率
郷土の森総合体育館において、現状の稼働率が低い機能
は、機能集約化の対象とする。

上位計画・関連計画

E.競技人口
競技人口が少なく、今後も増加する見込みが少ない競技
種目が利用する機能は、機能集約化の対象とする。

競技団体へのアンケート調査

機能付帯化
(新たな諸室機能)

トレンド
防災機能の強化、倉庫スペースの充実化、新たな市民
ニーズに対応した機能等

市民ニーズ調査

みるスポーツ機能
観戦環境の充実化、安心安全な観戦環境の整備（トイ
レ数、動線確保等）

競技に関する関係規則、ガイドラ
イン、類似事例・類似施設調査

PFI事業との相性 図書館機能、管理事務室 庁内関係部署へのヒアリング



11

評価指標A｜周辺施設との類似性

• 「府中市文化・スポーツ施設配置等適正化計画」において記述されている周辺施設との機能調整の可能性について、
情報の整理を行いました。

• 温水プールについては、隣接する調布市に東京都のプールがある他、維持管理費の圧迫、施設計画への影響が大
きいことが懸念されます。

郷土の森総合体育館

既存諸室機能 備考 周辺施設との機能調整

第1体育室 観客席928席

第2体育室 観客席158席

トレーニング室 ウエイトトレーニング機器他
→市内でも民間事業者で
多く提供されている

第1武道場 柔道他（試合場２面）

第2武道場 剣道他（試合場２面）

弓道場 和弓(10人立)、洋弓(5的)

エアーライフル場 エアー、ランニングボア、ビーム

相撲場 土俵2面

卓球室 卓球台8台

ミーティングルーム 仕切り壁あり

幼児体育室 幼児の自由遊び

レクリエーションホール ヨガ、ダンス等

会議室 第1、第2

研修室

管理事務室

（新）
多目的グラウンド

総合的な市民スポーツの拠点
のため

生涯学習センター

既存諸室機能 備考 周辺施設との機能調整

【体育施設】

体育室

温水プール
→隣接する調布市内で東
京都が提供している

トレーニング室
→市内でも民間事業者で
多く提供されている

ミーティング室

【その他】
保育室

管理事務室

【図書館】 図書館

【庭球場】 平和の森庭球場

調布市にある武蔵野の森総合スポーツプラザのプール（東京都施設）
→府中駅から京王線4駅、車で10分程度 出所：施設HP
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評価指標B｜半屋外対応可能性

• 半屋外施設としても機能が成立する諸室については、必ずしも完全な屋内諸室として整備する必要はなく、施設規
模を大幅に抑制することができるものと考えます。

郷土の森総合体育館

既存諸室機能 備考 半屋外対応可能性

第1体育室 観客席928席

第2体育室 観客席158席

トレーニング室 ウエイトトレーニング機器他

第1武道場 柔道他（試合場２面）

第2武道場 剣道他（試合場２面）

弓道場 和弓(10人立)、洋弓(5的) 半屋外対応の検討が可能

エアーライフル場 エアー、ランニングボア、ビーム 半屋外対応の検討が可能

相撲場 土俵2面 半屋外対応の検討が可能

卓球室 卓球台8台

ミーティングルーム 仕切り壁あり

幼児体育室 幼児の自由遊び

レクリエーションホール ヨガ、ダンス等

会議室 第1、第2

研修室

管理事務室

（新）
多目的グラウンド

総合的な市民スポーツの拠点
のため

屋外対応

屋外の他、最上階のフロアを活用して床面積
を抑える施設計画の工夫も想定されます

（福岡市総合体育館）

出所：施設HP
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評価指標C｜マルチ対応可能性

• 武道場とレクリエーションホールについては、単一機能ではなく、多機能運動室として集約できる可能性が挙げられます。

• また、武道場は大会・試合の会場としての機能～練習用のみの機能まで、ボリュームに検討の幅があります。

• ミーティングルームと会議室・研修室については、会議室として集約しつつ、柔軟な間仕切りの仕様等により、施設規
模を抑制することができる可能性が挙げられます。

郷土の森総合体育館

既存諸室機能 備考 マルチ対応可能性

第1体育室 観客席928席

第2体育室 観客席158席

トレーニング室 ウエイトトレーニング機器他

第1武道場 柔道他（試合場２面） 多機能運動室として集約できる可能性

第2武道場 剣道他（試合場２面） 多機能運動室として集約できる可能性

弓道場 和弓(10人立)、洋弓(5的)

エアーライフル場 エアー、ランニングボア、ビーム

相撲場 土俵2面

卓球室 卓球台8台 多機能運動室として集約できる可能性

ミーティングルーム 仕切り壁あり 会議室を集約して縮小できる可能性

幼児体育室 幼児の自由遊び

レクリエーションホール ヨガ、ダンス等 多機能運動室として集約できる可能性

会議室 第1、第2 会議室を集約して縮小できる可能性

研修室 会議室を集約して縮小できる可能性

管理事務室

（新）
多目的グラウンド

総合的な市民スポーツの拠点
のため

柔軟なサイズ調整ができ、スポーツ利用を想定したフローリング仕様
の会議室・研修室（エスフォルタアリーナ八王子）

多機能な利用を想定した武道場
（横浜武道館） 出所：施設HP

出所：施設HP
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評価指標D／E｜稼働率／競技人口

• 稼働率に関するデータを「府中市文化・スポーツ施設配置等適正化計画」「公共施設カルテ（R4年度版）」により
抽出しました。

• エアーライフル場・相撲場・ミーティングルーム、幼児体育室については、稼働率が低い状況となっています。

• なお、E.競技人口については、アンケート調査で収集される想定です。

郷土の森総合体育館

D.指標の分析
既存諸室機能 備考 稼働率

（H29～R元）
団体利用率

自主事業
利用者数

一般公開時
利用者数

第1体育室 1,512㎡、「みる」ｽﾎﾟｰﾂ付加 79.9%
60.4% 2,464人 10,528人 稼働率は高い

第2体育室 971㎡ 85.8%

トレーニング室 400㎡ - 0.0% 0人 14,341人 一般公開利用が多い

第1武道場 495㎡、柔道他 88.3%
49.9% 191人 2,142人 稼働率は高い

第2武道場 495㎡、剣道他 86.8%

弓道場 和弓(10人立)、洋弓(5的) 74.0% 29.4% 0人 2,148人 稼働率は高い

エアーライフル場 234㎡ 2.4% 6.2% 0人 752人 稼働率は低い

相撲場 277㎡、土俵2面 4.2% 1.9% 66人 444人 稼働率は低い

卓球室 360㎡、卓球台8台 1.1% 0.0% 0人 10,211人
稼働率は低いが、一般公開利
用が多い

ミーティングルーム 48㎡ 1.1% 24.1% 0人 0人 稼働率は低い

幼児体育室 100㎡、幼児の自由遊び 0.4% 0.9% 57人 820人 稼働率は低い

レクリエーションホール 377㎡ 75.7% 31.3% 7,663人 527人 稼働率は高い

会議室 第1=56㎡、第2=57㎡ - 10.8% 0人 0人

研修室 56㎡ - - - -

管理事務室 - - - -
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